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太陽の 8倍以上の質量を持つ星は大質量星と呼ばれ、超新星爆発や紫外線を放射し、周囲の星間物質や銀河進化
に大きな影響を与える。理論的に大質量星の形成メカニズムは“Competitive Accretion”と“Core Accretion”
が提唱されているが、未だ明らかになっていない (Tan et al. 2014)。近年、NANTEN2による分子雲の広域観測
の結果から、巨大星団や赤外線バブルにおいて、分子雲同士の衝突による大質量星形成が提案されている (Fukui
et al. 2014, Torii et al. 2015)。我々は、大質量星形成の初期段階を解明することを目的として、コンパクトHii
領域、ホットコア、High-mass protostellar object を含む大質量星形成領域であるW33に着目し、野辺山 45m 望
遠鏡で得られた、12CO (1-0), 13CO (1-0), C18O (1-0) のデータ解析を行った。解析の結果、35 km/s, 45 km/s,
53 km/sの 3つの速度成分を検出し、W33 Mainで双極分子流を発見した (河野他 2015年秋季年会発表)。今回、
我々は、VLAで得られた電波連続波、Spitzer 8 µm, 24 µm 画像と分子雲の空間分布の比較を行った。また、W33
領域全体で、JCMT 12CO (3-2)データ (Dempsey et al. 2013) と強度比を取った結果、35 km/s, 53 km/sの 2つ
の速度成分がW33付近で、R3−2/1−0 > 0.8 となっており、W33に付随している可能性が高いことがわかった。
さらに、W33領域全体で、35 km/s, 53 km/sの 2つの速度成分が空間的に相補的な分布をしていることが明ら
かとなった。本講演では、W33の星形成と分子雲同士の衝突の可能性について議論する。


